
11月号「HTMLパズルに挑戦しよう」の解答
解答を送ってくれた人の解答例を見ると、いかにJavaScriptに精通しているかがよくわかる。目新しいウェブペー

ジを作るのは、もはやテクニックの問題だけなのかもしれない。というわけで、このコーナーではこれからも読者の

知らないような新しいテクニックを紹介していくつもりだ。それでは「スクリーンを制する」の解答を発表しよう。

このコーナーを楽しむために
最新のHTMLを使う際に、どうしても避けて

通れないのがWWWブラウザーの互換性の

問題だ。そこでこのコーナーでは、TIPSご

とにブラウザーの対応状況をアイコンで表

している（10月10日現在）。これを参考に

使用するWWWブラウザーを選んでほしい。

326 INTERNET magazine 1997/12

動きのあるウェブページや思いのままのレイアウトのウェブページを作る。そのために、

ショックウェーブやJava、アクロバットなどを使えば、それはそれで表現力のあるものが

作れる。しかしナビゲーター4.0やようやく正式リリースされたエクスプローラ4.0を使

えば、ちょっとしたJavaScriptやHTMLでも十分インパクトのあるものが作れる。今月

は、そんな表現力豊かなお手軽TIPSとTRICKSをお届けする。

誰よりも早く
最新のHTMLを使ってみたい

正解者の方々：石山フミオさん、川田哲さん、米澤慎一
郎さん、ほか

ネットスケープナビゲーター4.0以上
4.0

ネットスケープナビゲーター3.0以上
3.0

インターネットエクスプローラ4.0以上
4.0

インターネットエクスプローラ3.0以上
3.0

キオスクウィンドウを出現させろ！

比較的簡単だったのではないだろうか。ポイントはキオスクウィンドウの幅と高さを設
定してやることだ。これさえ指定すれば、ツールバーなど余計なものを表示しないウィン
ドウが開く。ここで「outerWidth」、「outerHeight」とあるのはウィンドウの枠まで含
めたウィンドウサイズを指定する場合に用いるプロパティだ。覚えておくと便利だぞ。

A N S W E R 1

フルスクリーンで表示させろ！

残念ながら2問目は知識を問うような問題だったためか正解者が少なかった。フルスク
リーンにするにはウィンドウの幅と高さに、数値ではなく表示するディスプレイ解像度の
値を自動的に判別するプロパティ「+screen.width+」と「+screen.height+」を与えれ
ばよい。これを使えば、画面の半分や4分の1のウィンドウも作れるぞ。

A N S W E R 2

正解者の方々：石山フミオさん、ほか

<SCRIPT LANGUAGE="JavaScript1.2">
function myKiosk() {
window.open('kiosksrc.html',
'kiosk_window','outerWidth=キオスクの幅, outerHeight=キオスクの高さ,

top=0, left=0, alwaysRaised=yes');
}
</SCRIPT>

<A HREF="javascript://" onClick="myKiosk()">

<SCRIPT LANGUAGE="JavaScript1.2">
function myFullscreen() {
window.open('kiosksrc.html','kiosk_window',
'width='+screen.width+',height='+screen.height+',top=0,left=0');
}
</SCRIPT>

<A HREF="javascript://" onClick="myFullscreen()">

藤井幸孝　白畑真
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縦に長いページ。そんなページ
を見るとき普通ならスクロールバ
ーをマウスで動かしたりあるいは
カーソルキーで動かしたりして見
る。このように手動で画面をスク
ロールさせるのではなく、映画の
エンディングタイトルのように自動
的にページがスクロールしだすと
新しい表現方法が生まれるのでは
ないだろうか。そこで今回の目玉
TIPSとして、JavaScriptを使っ
たページの自動スクロールを紹介
する。開かれると同時に上へ上へ
と流れていくページ。これはかな
り衝撃だ。それにこれならカーソ
ル操作が不要なので、電車の中
で最新のブラウザー搭載のPDA
を片手で持ってWWWブラウジン
グもできるぞ。

画面を自動スクロールさせる

TTIPSIPS && TTRRICKSICKS

11

3.0 4.0

INTERNET magazine 1997/12 327

<SCRIPT LANGUAGE="JavaScript">
var yPos=0;
var yLimit =1200;
var timerID;

function scrollWin(){
scroll( 0, yPos);
timerID = setTimeout("scrollWin()", 200);

if (yPos > yLimit) {
yPos = 0;

} else {
yPos +=3;

}
}

onUnload =clearTimeout(timerID);

scrollWin();
</SCRIPT>

意外にも短いスクリプトなので驚いたのでは

ないだろうか。実はウィンドウの表示位置をコン

トロールするプログラムはJavaScriptに最初から

用意されているのだ。「scroll()」というのがそれ

で、ネットスケープナビゲーター2.02以降で使用

可能だ。ただしこの関数は画面を文字通りスク

ロールさせるというものではく、ウィンドウの内

容をどの位置から表示するかを指定するものだ。

scroll()は2つのパラメータを取る。それぞれ、画

面表示開始位置のX座標とY座標だ。「yPos」

はscroll()で使うY座標の値だ。これを変化させ

ることで自動スクロールを実現する。初期値とし

て「yPos=0」とするのは、最初の表示位置のY

座標を0にすることを意味している。yLimitはス

クロールの限界値で、ページ全体の長さより少し

大きい値（ピクセル単位）を入れておくのが適当

だろう。「timerID」はタイマーを使う場合に必要

な変数なので定義しておこう。

「scrollWin()」はまず最初に、ページを、(0,yPos)

つまり(0,0)から表示するようにscroll()を実行す

る。続いて「setTimeout()」を使い、scrollWin()

自身を200ミリ秒後に再び実行するようにセット

する。そして、yPosの値がスクロールの限界値

であるyLimit以下の場合には、yPosに適当な値

（ここでは3ピクセル）を加える。

setTimeout()の効果で、200ミリ秒後には再度

scrollWin()が実行される。ただしこのときyPos

の値は3ピクセルずつ大きくなっている。これで、

画面の表示は少し下から始まることになる。この

繰り返しでウィンドウの中身が縦方向にスクロー

ルして見えるという仕掛けだ。

yPosの値がyLimitよりも大きくなると、yPosは

0にリセットされ、画面は一番上に戻り、スクロ

ールが最初からやり直される。このままだと永遠

に（ページが変わっても）スクロールが続いてし

まうので、ページ移動の際にスクロールが止まる

ように、

onUnload = clearTimeout(timerID);

として、タイマーを解除しておく。なお、上のス

クリプトは<BODY>内に<SCRIPT>として書い

ている。

さてここまでできたら、スクリプト中の数字をい

ろいろ変えて、さまざまなスクロールを試してみ

よう。

◆◆◆

d
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<LAYER NAME="layer0" TOP=100 LEFT=128
visibility=hide>Invarid command ...</LAYER>
:

<LAYER NAME="layer18" TOP=240 LEFT=128
visibility=hide><IMG SRC=moongray.gif></LAYER>

<SCRIPT>
layerLimit = 18; timerID = 0; i = 0;
layer = new Array(19)
layer[0] = document.layers["layer0"];

:
layer[18] = document.layers["layer18"];

function tmdisplay() {
if (i <= layerLimit) {

clearTimeout(timerID);
timerID = setTimeout("tmdisplay()", 1000);
layer[i].visibility="show";
i = i +1;

} else {
i = 0;

}
}

tmdisplay();
</SCRIPT>
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文章を１行ずつ次々と表示させる

TTIPSIPS && TTRRICKSICKS

22

前述の「画面を自動スクロール
させる」で使った、ウェブページ
の状態を一定時間間隔で変化さ
せるプログラム「setTimeout()」。
これを使って、ショックウェーブのよ
うに文字を1行ずつ表示させたり、
画像を時間ごとに変化させたりす
るページを作ってみよう。ここで
使用するのは、ネットスケープナビ
ゲーターのレイヤー機能だ。8月号
で紹介した、アンカー上にマウスを
持っていくと文字が浮き出てくる
というレイヤーのTIPSを覚えてい
るだろうか。レイヤーを使ってペ
ージに動きを与える方法と「set
Timeout()」を組み合わせて使お
うというわけだ。まずは下の例を
見ないで作ってみたらどうだろう
か。そんなに難しくないはずだ。

4.0

ここでも<LAYER>と<SCRIPT>は<BODY>

内に書く。まずタイマーで表示させたいテキスト

や画像を<LAYER>タグでくくっておく。

各レイヤーには名前を付けるが、「laye r 0、

layer1、...、layer 18」のように、0から始まる数

字連番の付いた名前にしておこう。重要なのは

数字の順番だ。表示させたい順に番号を振って

おいてほしい。各レイヤーの位置は好きなところ

にする。<LAYER>タグの中の「TOP」でブラウ

ザー表示画面の上からの位置を、「LEFT」でブ

ラウザー表示画面の左からの位置をそれぞれ指

定すればよい。また、「visibility」の値を「hide」

にして、各レイヤーが最初は見えないようにして

おこう。

次にスクリプトだ。「layerLimit」は表示させる

レイヤーの最後の番号すなわちここでは18とな

る。「timerID」はタイマーに必須の変数だ。「i」

はどのレイヤーを表示するかのカウンターになる。

layerLimit = 18; timerID = 0; i = 0;

layer = new Array(19)

layer[0] = document.layers["layer0"];

：（省略）

layer[18] = document.layers["layer18"];

「layer」は、各レイヤーに対応する配列だ。Java

Scriptの「Array()」を使って、レイヤーの個数分

の配列を作る。この例ではレイヤーは19個

（layer0からlayer18）あるのでArray(19)として

配列を19個作った。配列の準備ができたら、

document.layers["layer0"]を変数layer[0]で参

照できるように、対応関係を作る。同様にすべ

てのレイヤーの対応関係を作る。

ここまでできたらメインのプログラム「tmdisplay()」

だ。この中で使われている「setTimeout()」につ

いては前述のTIPS「画面を自動スクロールさせ

る」を参考にしてほしい。setTimeout()で1000

ミリ秒ごとにtmdisplay()を実行している。これ

によってlayer[i]の「visibility」を次々に「show」

にし、各レイヤーを表示させる。これをレイヤー

の数だけ繰り返す。setTimeout()の2つめのパラ

メータである数字を大きくすると表示間隔を長く

できる。

このTIPSを使えば、文章がメインであるページ

を1行ずつ表示させていくこともできるし、画像

とテキストをウィンドウ内にちりばめていくことも

できる。読みやすいページ、映像を使ったページ。

どう表現するかは使い方次第だ。

◆◆◆

d
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<IMG ID="image1" 
STYLE="position:absolute; 
TOP:20pt; LEFT:10pt; WIDTH:63pt;
HEIGHT:38pt; Z-INDEX:1;"
SRC="画像ファイル.gif">
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左の画面を見てほしい。ここで
表示されている画像は1つの画像
ファイルで構成されているのでは
ない。この画面に散らばる果物や
野菜の画像は、1つ1つが別のも
のである。IE3.0までは、このよ
うな複雑な画像の配置をするため
に表組みを駆使しなければならか
った。しかし、ここでは<TABLE>
タグは一切使っていない。ではど
うやって実現しているのだろう。
IE4.0のスタイルシート機能を使
っているのだ。スタイルシートを
使うと、このように自由な画像配
置ができる。自由なページレイア
ウトはウェブページを作成する人
にとって最も待ち望んでいた機能
だろう。早速このTIPSを紹介し
よう。

スタイルシートで配置を指定する

IE3.0ではスタイルシートを使用して文字の重

ね合わせができた。IE4.0ではこれに加え、画像

をウェブページの上端と左端からの距離を指定し

て配置できるようになった。またネットスケープ

ナビゲーターのレイヤー機能のように、画像の上

に画像を重ねることも可能だ。

上記のIMGタグを順を追って説明しよう。

「ID="image1"」は、IMGタグで指定する画像に

「image1」という名前を指定している。これは

HTMLやJavaScriptなどから画像を参照するの

に必要だ。

次に「STYLE」以下のオプションについて説明

する。

「position」は画像などの配置の位置関係を指定

するもので、「absolute」、「relative」、「static」

のいずれかの値を取る。absoluteは、ウェブペ

ージでの絶対的な位置を指定する場合に使い、

relativeはある基準となる画像などからの相対的

な位置を指定する場合に使う。staticは画像を

どこに配置をするかを指定しない場合に使う。

なお、何も指定しなかった場合はrelativeと同じ

になる。この例ではabsoluteを指定しているの

で、ウェブページでの絶対的な位置を指定して

いることになる。

「TOP」の値はウェブページの上端から配置する

画像までの絶対距離だ。ここでは20ptすなわち

上端から20ポイントの距離となる。

「LEFT」の値はウェブページの左端から配置す

る画像までの絶対距離だ。ここでは10ptすなわ

ち左端から10ポイントの距離となる。

「WIDTH」と「HEIGHT」は表示させる画像の横

の長さおよび縦の長さの値を指定する。指定しな

かった場合にはブラウザーが自動的に決定する。

「Z-INDEX」は同一ウェブページにある画像の重

ね合わせの順番の値を指定するものだ。この例の

「1」という値は、画像が一番うしろに配置されて

いることを意味している。たとえば3つの画像が

重なっているとすると、Z-INDEX:3 が一番前に、

Z-INDEX:1が一番うしろに表示されることにな

る。画像が重なっていれば当然一番うしろのもの

が隠れる。

以上のようにスタイルシートを使えば画像の配置

は自由自在だ。

最後にこのTIPSのを使った面白い例を紹介しよ

う。実は上の画面の個々の画像は、マウスでド

ラッグして画面上を自由に動かすことができるの

だ。仕掛けはこのTIPSとJavaScriptとの組み合

わせなのだが、うまく作ればこんなインタラクテ

ィブなしくみも可能だ。ぜひ挑戦してみてほしい。

◆◆◆

d

j http://www.microsoft.com/msdn/sdk/inetsdk/
samples/dhtml/position/drag.htm

4.0
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ウェブページを見ていて大胆な
表示効果でないにもかかわらず、
ちょっとしたことで目を引くよう
なものがある。ここで紹介するの
はそんなTIPSだ。まずは左の画面
を見てほしい。「HTML」と「Tricks」
の文字列がそれぞれ上下と左右に
反転しているのが分かるだろう。
当然このページには1つたりとも画
像は使用していないし、プラグイ
ンなども利用していない。ただの
HTMLだけで構成されているのだ。
どんどん複雑化していくHTMLだ
が、これは簡単に作成できる。し
かも、上下左右に反転した見慣れ
ない文字は、ページを見る側にイ
ンパクトを与えるはずだ。それで
は、今月最後のクールなTIPS、文
字の反転方法を紹介しよう。

文字を上下左右に反転させる

TTIPSIPS && TTRRICKSICKS

44

これまでは反転させた文字を表示するために

は画像を利用するしか方法がなかったが、今回

紹介するTIPSを使えば、HTMLタグだけを使っ

て簡単に文字を反転させることができるようにな

る。では、さっそく内容を見ていこう。

<SPAN STYLE="width: 480; height: 64;

font-size: 96px;

font-weight: bold; ont-family: Arial;

color: #C0C0C0;

Filter: FlipV">HTML</SPAN>

一見、ごく普通のスタイルシート定義に見える

<SPAN>～</SPAN>はそれ自体が意味を持つも

のではないが、部分的なスタイルシートの指定に

使われるタグだ。注目してほしいのは、<SPAN>

タグの中にある「Filter」というオプションである。

これはその名のとおり、<SPAN>～</SPAN>タ

グで囲まれた文字列にフィルターをかけるものだ。

このフィルター機能を使って文字を上下に反転す

るには、「Filter: FlipV」と指定してやればよい。

同様に、文字列「Tricks」の部分には「Filter:

FlipH」というフィルターをかけて、文字列の左

右を反転させている。

このように縦方向に文字を反転させる場合なら

FlipVを 、横方向に文字を反転させる場合には

FlipH を、Filterオプションで指定することによっ

て文字を反転させることができる。

このTIPSを使うと、簡単にインパクトのあるペ

ージが作成できる。ただし、使いすぎると内容が

見にくくなってしまうのでほどほどにしたほうが

いいだろう。またインターネットエクスプローラ

4.0以外のWWWブラウザーを使用しているユー

ザーは、このTIPSによる表示効果を見られない。

このようなことを考慮してJavaScriptを使い、

インターネットエクスプローラ4.0でアクセスして

きたユーザーのみこのTIPSを利用するようにすれ

ば、ユーザーの環境を考えて細部までこだわった

「軽い」ページを作成することができる。TIPSを

組み合わせて使えば面白いページになること間違

いなしだ。

◆◆◆

j http://www.alles.or.jp/~shira/hIMiTsU/flip.html

<SPAN STYLE="width: 480; height: 64; font-size: 96px;
font-weight: bold; font-family: Arial; color: #C0C0C0;
Filter: FlipV">HTML</SPAN>

<SPAN STYLE="width: 450; height: 32; font-size: 72pt;
font-weight: bold; font-family: Arial; color: #008080;
Filter: FlipH">Tricks</SPAN>

4.0

d
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文字や画像を、ウェブページ上の思いどおりの場所

に配置する。そんな自由なレイアウトを実現するの

がネットスケープナビゲーター4.0に実装されているレイヤー機能だ。ウ

ェブページ作成者はこの機能を使って自由な発想でページを作ることが

できる。しかし、この自由さゆえに作成者の技術やセンスが問われるのだ。

そこで、今月はこの「レイヤー」に挑戦していただく。トリックが分かった

らすぐに解答を送ってきてほしい。正解者にはダイレクトプラスを発行さ

せていただく。なお、正解は来月のこのコーナーで発表する。それでは頭

をやわらかくして、今月のテーマ“レイヤーを制する”にチャレンジ！

今 月 の テ ー マ

レイヤーを制する
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HTMLパズルに挑戦しよう
隠されたトリックを解き明かせ！

「HTMLパズルに挑戦しよう」
宛　先
D

正解が分かった人も、分からなかった人も、
ご意見、ご感想など何でもOK、次の宛先
にメールしよう。用件の欄には必ず

HTML TIPS＆TRICKS
の1行を忘れずに。あなたの挑戦を待つ！

m ip-cdrom@impress.co.jp

レイヤーを前面に表示させろ！

レイヤーを使えば、画像と画像、文字と文字を重ねて表示することが

できる。このとき隠れてしまったうしろの文字や画像はどうなっているの

だろうか。重ねること自体がページ全体のデザインではあるのだが、全部

表示する手段はないのだろうか。そこで今月の第1問。ボタンを押すと重な

った後ろ側のレイヤーが前に出てくる、というページを作ってもらいたい。

それが簡単だというならば、一歩進んでアンカーの上にマウスを載せると

裏の画像が表に出て、マウスを外すと再び後ろに隠れるというものに挑戦

してほしい。このほうが便利そうだ。解答はどちらでも正解にしよう。

Q U E S T I O N 1

レイヤーの指定方法を思い出して……
ヒ
ン
ト

レイヤーを使ってウェブページを表示させろ！

IE3.0以上では、ページ内にページを表示させる機能としてフローティ

ングフレームがある。これはウィンドウの真ん中に他のウェブページを表

示することを可能にするものだ。しかし、この機能はまだネットスケープ

ナビゲーターでは対応していない。WWWの特性を活かせる機能だけに残

念だが、実をいうとレイヤーを利用することで似たようなことが実現でき

るのだ。ボタンやアンカーを使えば、フローティングフレームのようにレ

イヤーの中身を入れ替えることも可能だ。ページ内にレイヤーを1つ作っ

て、お気に入りのページを表示する。そんな解答を送ってきてほしい。

Q U E S T I O N 2

アンカーのレイヤーとJavaScriptをうまく組み合
わせれば……

ヒ
ン
ト

4.0

4.0
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